
親
驚
主
著

『
教
行
信
証
』

以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)

親
鷺
主
著

『教
行
信
証
』
以
後

の
、

主
要
問
題
に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想

小

野

正

康

一
、
第

九
回
目

引
続
き
親
鷺
晩
年
の
思
想
信
仰

に
亘
り
、
「本
末
」

に

「
終
始
」
あ
ら
し
め
る
た
め
の
、
三
問
題
の
選
択
。

二
、
由
来
(
1
)
と
態
度
(
2
)
と
問
題
(
3
)

由
来

1

親
攣
の
如
来
廻
向
と
降
臨
思
想

昭
和
十
五
年
刊

「
日
本
学
よ
り
見
た
る
如
来
廻
向
と
降
臨
思
想
に
つ

い
て
」
(『日
本
仏
教
の
歴
史
の
理
念
』
中
の
一
論
文
、
自
著

『親
鷲
教
学
の
日

本
学
的
研
究
』
第
二
章
掲
載
)
以
来
の

一
貫
思
惟

で
あ
る

が
、
「如
来
廻

向
」
の
出
典
と
思
想
は
、
外
来
仏
教
経
典
中
に
在
る
か
、
今
に
も
未
発

見
か
、

の
課
題
と
共
に
、
独
り
仏
教
に
限
ら
ず
外
来
諸
教
学

の
儒

・

道

・
洋
等

の
受
容
そ
れ
自
身
も
、
明
瞭
な

一
種
の
降
臨

(天
降
り
)
思
想

で
は
あ

る
ま
い
か

(拙
著

『倫
理
学
研
究
』
(改
訂
増
補
版
)
)
。こ
の
中
で

も
、
真

の
そ
れ
と
し
て
の
、
親
鷺
の
如
来
廻
向
的
諸
思
惟
と
こ
の
転
回

に
由
拠

し
て
の
立
教
開
宗
こ
そ
は
、

日
本
的
な
天
降
り
思
想
の
如
実
体

現
と
し
て
、
ひ
い
て
、
そ
の
全
生
涯
と
文
献
を
通

し
て
の
苦
闘
裏
付
的

開
発
の
如
実
史
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

態
度

2

私
は

前
八
回
、
彼
が
主
著
の
日
本
学
的
構
想
を
承
け
、

や
は
り
心
の
糧
を
目
的
に
、
そ
の
後
の
主
要

「
仮
名
聖
教
」
の
独
り
読

み
、
従
つ
て
、
宗
学
等
と
は
全
く
無
関
係
に
、
自
ら
立
つ
も
の
。

3

こ

に
選
ん
だ
問
題
の
三

一
、

「和
国
の
教
主
聖
徳
皇
」
の
和
讃

二
、
善
驚
義
絶
文
と
こ
の
問
題
点
検

三
、
自
然
法
爾
の
由
拠
思
想
…
…
(発
表
時
聞
切
。
次
回
へ
延
期
。
)

第

一
の
問
題

「
和
国
の
教
主
聖
徳
皇
」

の
和
讃
に
つ
い
て

「
和
国
の
教
主
聖
徳
皇

広
大
恩
徳
謝
し
が
た
し

一
心
に
帰
命
し

た
て
ま
つ
り

奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ
」

甲
、
主
著
以
後
の
発
想
か

1

三
国
七
高
僧
等
よ
り
成
る
主
著
と
こ
の
行
巻
末
の

「正
信
偶
」

中
に
、
大
子

へ
の
言
及
は
認
め
ら
れ
う
る
か
。

2

「高
僧
和
讃
」
の
末
尾
に
、
三
国
七
高
僧
列
記
後
に
、
初
め
て

「聖
徳
太
子
」
と
併
記
さ
れ
て
あ
る
の
を
見
る

の
み
か
、
否
か
。
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問
題

3

「太
子
和
讃
」
の
三
種
中
、
83
才
筆
の
95
首
は
史
伝
的

が
主
、
右
和
讃
は
無
く
、
85
才
筆
の
姻
首
中
に
は
第
二

首
に
位
し
、
同

年
筆
11
首
は
信
仰
的
に
、
そ
の
中
央
の
第
8
首
に
位
置
し
あ
る
等

々
。

(拙
著

『
日
本
仏
教
の
倫
理
学
的
研
究
』
等
参
照
)

乙
、
私
の
関
心
と
こ
の
関
聯
に
お
い
て

1

拙
著

『
日
本
学

の
道
統
』
は
、
学
位
審
査
中
、
終
戦
後
、
公
職

追
放
の
指
定
書
と
成
り
、

こ
の
た
め
新
に
課
せ
ら
れ
た
再
提
出
の
論
文

題
は
、
C
H
Q
も
威
が
振
え
ぬ
信
仰
宗
教
の
問
題
と
し
て
、
「
日
本
仏
教

の
倫
理
学
的
研
究
」
で
あ

つ
た
。

2

こ
れ
に
つ
い
て
の
最
初

の
問
題
は
、
「倫
理
学
」
な

る
も
の

の

解
。
私
は
西
洋
倫
理
学
史
を
数
冊
公
刊
し
て
来
て
い
た
が
、
今
度
は
文

と
も
が
ら

り

が
く

字
通
り
の

「倫
の
埋
の
学
」
と
読
解
し
て
、
日
本
仏
教
と
の
関
係
を
何

ら
か
の
主
客
・軽
重
等
の
見
方
や
評
価
で
な
く
、
双
方
の
何
れ
を
も
流
出

説
的
に
公
平
に
取
扱
う
の
新
方

法
を
、
即
ち
、
何
ら
か

の

「
倫
理
学

的
」
原
理

(神
・
仏
・
儒

・
洋
か
ら
の
)
を
先
ず
決
め
て
お

い
て
、
こ
れ

か
ら

「
日
本
仏
教
」
を
恰
も
被
告
扱
に
す
る
が
如
き
の
、
予
感
と
考
え

方
か
ら
、
脱
出
し
お
く
こ
と
の
心
の
準
備
。

3

「
日
本
仏
教
」
と
は
何
か
、
史
的
評
価
は
如
何
、
中
で
も
そ
の

中
心
代
表
者
を
誰
と
す
る
か
、
等

々
の
選
定
先
決
問
題
に
つ
い
て
。

私
は
俗
人
で
、
宗
学
等
に
は
無
関
係
無
教
養
で
、
且
つ
年
来
日
本
学

の
立
場
か
ら

「
日
本
に
お
い
て
の
仏
教
」
よ
り

「
日
本
の
仏
教
」
と
し

て
、
当
然
、
右
の

一
首
の
存
否
は
、
主
要
判
定
の
根
抵
標
徴

で
あ
る
。

従

つ
て
、
こ
の
種
の
表
現
が
他
高
僧
中
に
も
と

の
希
望
で
、
爾
来
、
宗

教
諸
学
会
等
で
問
う
て
来
て
い
る
が
、
未
だ
に
開
知
し
え
て
な
い
。

4

か
く
し
て
右
課
題
は
、
引
揚
寮
喧
喋
裡

の

一
小
室
で
、

一
人
だ

け
は
食

つ
て
生
き
う
る
生
活
状
態
に
成
れ
た
後
、
そ
れ
を
頭
の
指
導
理

念
で
書
き
、
引
証
文
は
図
書
館
で
補
充
し
て
、

一
巻
と
な
し
た
。
が
、

右
和
讃
を

一
目
途
に
、
勢

い
親
鶯
の
如
来
廻
向
は
む
ろ
ん
、
こ
れ
が
淵

源
た
る

『古
事
記
』
の
、
天
照
大
御
神
の

「
見
畏
む
」
よ
り

「益
り
て

貴
き
神
」
と
成
ら
れ
皇
孫
ら

の
降
臨

(天
降
り
)
よ
り
、
諸
神
・諸
仏
・

諸
学
人
の
諸
教
学
の
此
の
思
想
を
ば
、
具
体
的
に
取
扱
つ
た
。

5

次
の
拙
著

『
親
鷺
教
学
の
日
本
学
的
研
究
』
の
、
こ
の
後
篇
に

は

「親
黛
学

の
新
構
想
」
と
し
て
、
第
三
章
に

は
本
題
の

「親
鷺
の
太

子
和
讃

「和
国
の
教
主
聖
徳
皇
」
に
つ
い
て
の
日
本
学
的
研
究
」
に
、

関
心
と
そ
の
研
究
を
示
し
て
い
る
が
、
同
第
四
章

「親
鷺
教
学
の
日
本

学
的
問
題
研
究
」
に
、
更
に
第
五
章

「親
攣
仏

教

は
釈
迦
仏

教
か
」

は
、
自
主
独
立
に

「在
↓
成
↓
生
」
の
現
実
の
積
極
的
肯
定
に
お
い
て

の

「
往
生
」
、
即
ち
、
此
土
此
岸
で
の
仏
力
に
よ
る
転
回
に
よ

つ
て
、

謂
ゆ
る
此
↓
彼

へ
の
価
値
転
換
に
往

い
て
生
れ
る
の
謂
に
、
日
本
人
彼

独
自
の
仏
教
的
解
釈
を
下
し
た
、
と
同
時
に
、
自
主
創
造
の
実
を
示
し

た
。

こ
れ
の
此
の
章
は
、
そ
の
初
、
某
宗
教
研
究
誌

へ
の
原
稿
な
が
ら
、

長
き
保
留
に
次
い
で
の
返
送
で
あ
つ
た
。
人
は

い
う
。
中
古
天
台
以
来

の
開
発
に
成
つ
た
筈
の
神
本
仏
 
説
的
道
統
が
、
今
に
印
度
式
に
或
は

三
国
伝
来
式
の
仏
式
の
、
仏
本
神
 
的
な
る
本
地
垂
 
説
が
主
導
し
て

親
驚

主
著

『
教

行
信

証
』

以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
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親
黛
主
著

『
教
行
信
証
』

以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)

い
る
の
か
、
と
も
。

丙
、
史
的
の
問
題
と
し
て

1

太
子
と
親
鷺
と
の
史
的
連
結
の
問
題

『教
行
信
証
』
の
著
作
時
代
に
、
こ
の
文
中
に
も

「
三
経
義
疏
」
よ

り
の
取
意
句
の
偲
ば
れ
る
も
の
あ
り
、
と
。
こ
れ
、
こ
の
本
書
時
代
に

お
い
て
も
、
そ
の
結
び
付
き
の
何
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
宗
学
者
の
、

そ
の
意
衷
と
検
証
の

一
例
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
を
見
て
も
知
る
、
太
子

和
讃
の
如
き
知
識

・
評
価

・
感
動
の
歴
然
た
る
も
の
は
無
か
つ
た
で
あ

ろ
う
。

有
れ
ば
、
七
高
僧
的
取
扱
中
に
加
え
る
か
、
乃
至
は
、
「
父
の

如
く
母
の
如
き
」
の
思
慕
に
、
「
教
主
」
と
し
て
の
尊
敬
志
念

に
は
、

必
ず
や
、

何
ら
か
の
言
及
の
あ

つ
て
こ
そ
、
然
る
べ
き
も
の
の
よ
う
に

思
え
る
。
こ
れ
な
き
所
以
は
、
太
子
へ
の
懸
念
は
、
主
著
以
後
で
、
晩

年
の
発
想
か
。
も
と
く
、

上
記
で
も
知
ら
れ
る
横
な
る
主
流
思
想
の

完
結
後
に
、
こ
れ
の
由
り
拠
つ
て
多
く
来
る
べ
き
縦

へ
の
、
或
は
、
そ

の
思
惟
が
年
の
効
と
共
に
涌
起
し
た
次
第
で
も
あ
る
の
か
。

2

こ
れ
が
有
無
と
成
否
問
題
の

一
傍
証
に
、
著
名
な
弟
子
と
後
継

者
の
著
に
徴
す

べ
き
か
。
例
え
ば
、
『歎
異
抄
』
に
直
指
さ
れ
る
太

子

関
係
箇
所
が
あ
る
か
、
と
は
誰
も
が
留
意
し
沈
思
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
師
資
時
代
の
常
随
者
に
は
、
恐
ら
く
や
、
御
物
語
の
耳
の
底
に
留

ま
る
も

の
が
、
無
か
つ
た
か
思

い
出
せ
な
か
つ
た
か
と
も
、
推
測
さ
れ

よ
う
か
。

更
に
、
『
御
伝
砂
』
に
は
、
そ
の
父
祖

へ
の
系
譜

の
詳
説
あ

る
に
拘
ら
ず
、
太
子
へ
の
所
遇
は

「
傍
に
お
く
」
程
度

で
、
「教
主
」

と
い
う
が
如
き
、
或
は

「
一
心
に
奉
讃
」
等

の
如
き
、
真
宗
最
高
級
の

言
句
を
以
つ
て
し
て
の
、
尊
敬
の
受
取
方
で
は
な
い
で
は
な
い
か
。
更

に
、
後
世
の
宗
学
的
取
扱

一
般
は
、
『
教
行
信
証
』
を
本
宗
と
す
る
以

上
、
前
来

の
横
の
法
統
を
七
高
僧
的
に
尊
重
し
、
縦
の
血
豚
に
成
る
太

子

へ
の
如
き
の
日
本
的
の
見
方

へ
は
、
大
凡
に

い
つ
て
、
薄
遇
?

軽

視
?

の
傾
向
に
有
り
、
在

つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
太

子
和
讃
の
奥
書

「
三
宝
流
布
讃
略
に
云
く
」
の
取
扱

の
如

き

(前
記
拙

著
第
五
章
探
求
問
題
)
は
?

こ
』
に
親
鷲
に
微

っ
て
、
「
し
ば
ら
く
の
疑

問
」
に
対
し
て
の

「出
す
べ
き
明
証
」
は
ど
う
か
。
わ
れ
ら
、
さ
き
の

「
物
の
本
末
」
観
と

「
事
の
終
始
」
観
に
照
応
し
て
は
、
い
か
に
そ
の

「
前
後
」
を
案
じ
て

「
道
に
近
」
か
る
べ
き
か
。

3

こ
れ
ら
に
対
し
て
の
異
論
と
し
て

法
然
上
人

へ
の
入
門
以
前
、
既
に
、
六
角
堂
参
籠
の
事
蹟
が
あ
る
で

は
な
い
か
。
入
門
の
示
唆
が
そ
れ
で
は
な
い
か
。
更
に
、
太
子
を
葬
り

祀
る
叡
福
寺
の
三
骨

一
廟
の
事
例
等
の
、
所
伝

の
歴
然
た
る
が
あ
る
で

は
な
い
か
、
と
。

4

恵
信
文
書
の
発
見
と
そ
の
六
角
堂
参
籠
、
堂
僧
と
し
て
の
記

事
、
主
人

(
父
)
の
阿
弥
陀
仏
た
る
こ
と
を
、

妻
な
り
母
と
し
て
、
そ

の
夫
な
り
父
た
る
者
の
死
後
に
、
そ
の
娘
子
に
書
き
送
つ
た
文
中
の
記

事
の
、
初
め
て
知
ら
れ
た
史
的
所
伝
と
女
性
ら

し
さ
の
看
得
、
此
の
真

実
情
感
の
見
て
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
る
外
、
新
史

料

と
し
て
そ
の
ま

」

を
、
全
面
的
に
肯
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
。
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丁
、
歴
史
認
識
の
課
題
と
し
て

1

右

の
そ
れ
ら
の

「
本
-
末
」
と

「終
-
始
」
を

一
系
列
化
す
る
た

め
、
件

の
史
的
連
結
に
対
し
て
、
就
中
、
「倫
理
哲
学
」
的
な
、
即
ち
、

哲
学
的
根
本
思
惟
を
倫
の
理
的
に
自
ら
考
え
合
せ
て
止
揚
す
る
こ
と
の

日
本
学
的
構
想
上
の
問
題
と
し
て
は
、
如
何
に
勘
案
さ
る
べ
き
や
。

物
の

「本
↓
末
」
と
事
の

「
終
↓
始
」
と
の
互
に

「
前
後
す
る
所
」

を
知
れ
ば
、
「道
に
近
し
臭
」
と
は
、
『
大
学
』
に
示
す
と
こ
ろ
、
こ
れ

を
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の

「
自
然
に
お
い
て
初
な
る
も
の
」
と

「我
ら
に

お
い
て
初
な
る
も
の
」
と
の
相
互
連
関
的
に
比
論
す
る
思
考
法
は
、
従

来
、
私
の
屡

々
採

つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

こ

親
鷺

の
場
合
、
物

の
自
然
の
経
過
に
お
い
て
本
↓
末
す
る

純
史
的
な
前
↓
後
連
絡
と
、
事
の
我
ら
か
ら
思
惟
構
想
と
て
終
↓
始
的

に
止
揚
的
に
も
前
↓
後
倒
置
す
る
論
理
構
成
と
の
間
に
は
、
重
言
す
れ

ば
、
太
子
和
讃
の
現
実
の

「在
」
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
が
起
源
を
法
然

入
門
前
の
始
に
定
置
し
て
、
以
つ
て
、
「
終
↓
始
」

へ
と
価
値

関
係
的

に
辻
裾
を
合
せ
成
し
て
、
前
後
互
顕
に
資
し
生
か
す
企
図
、
か
く
し
て

恵
信
尼
文
書
は
、
妻
が
、
尊
敬

の
い
や
増
す
夫
の
死
後
に
、
遠
方
の
田

舎
か
ら
都
在
住

の
娘
に
、
そ
の
父
の
優
れ
た
美
点
を
手
紙
で
教
え
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
が
、
云
わ
ば
、
女
が
見
て
の
、
母
の
娘
と
の
間
に
語
ら

れ
た

一
の
、
方
式
の
も
の
で
あ
る
。
近
い
他
例
な
が
ら
、
西
郷
隆
盛
の

上
野
の
銅
像
は
似
て
な
い
と
、
夫
人
は
い
つ
た
と
。
陸
軍
大
将
の
い
か

つ
い
軍
服
姿
の
、
郷
里
は
城
山
に
見
る
、
こ
の
偉
容
が
こ

上
野
の
人

出
の
山
に
も
亦
、
同
じ
く
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
。
こ
れ
ら
相

対
し
て
の
、
更
に
そ
の
事
理
は
、
こ
れ
奈
何
、

と
。

3

『教
行
信
証
』

の

「後
書
」
に
、
「棄
二雑
行
一分
帰
二本
願

蒙
二

恩
恕
一号
書
二選
択
こ

と
。
「
分
」
の
所
在
に
よ

つ
て
、
ま
こ
と
に
彼
の

心
裡
的
事
実
を
綴
示
し
て
い
る
、
と
、
彼
の
文
字
使
用
に
厳
し
く
、
そ

の
正
確
さ
を
見
極
め
る
学
徒
な
ら
ば
、
彼
と
両
聖
間
は
、

一
は

「
棄
雑

行
」
に
、
他
は

「蒙
恩
恕
」
に
重
点
が
置
か

れ

て
あ

る

「本
-
末
」
関

係
の
文
字
的
表
現
な
の
で
あ
る
。
が
、
『
御
伝
紗
』
に
は
、
恐
ら

く
や

子
孫
か
ら
の
尊
敬
の
念
慮
に
美
化
す
る
と
こ
ろ

の

一
段
と
強
い
た
め
か

-

(
こ
れ
の
親
鷺
自
ら
の
場
合
、
総
序
の
「籟
以
…
」
の
記
事
の
同
型
論
理
な

る
に
比
し
て
)-
こ

に

「終
-
始
」
観
式
の
歴
史
認
識
に
、
「直
ち
所
に

他
力
摂
生
の
旨
趣
を
受
得
し
、
あ
く
ま
で
凡
夫
直
入
の
真
心
を
決
定
ま

し
ま
し
け
り
」
と
。
尤
も
、
右
の
漢
文
も

「
分
」
を
示
せ
ぬ
延
書
で
は
、

す
ぐ
目
的

々
に

「帰
本
願
」
…

「
書
選
択
」
と
読
み
取
る
学

人
信
徒

も
、
相
当
に
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
き
史
的
又
宗
学
的
解
釈
は
?

4

そ
れ
に
し
て
も
、
和
讃
の
文
字
と
文
章

の
、
親
黛

の
真
宗
的
信

仰
教
義
相
の
要
訣
的
列
挙
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
「広
大
恩
徳
」
と

「恩
徳
広
大
」
(上
は
こ
の
太
子
和
讃
、
下
は
正
像
末
和
讃
)
の
比
に
、
更

に
真
宗
学
上
の
評
価
は
、
即
字
即
応
的
か
或
は
低

い
薄
き
か
、
厳
正
な

る
読
者
と
識
者
の
批
正
に
俊
め

べ
き
も
の
な
の
か
。

戌
、

日
本
学
的
構
想
と
し
て
は
、
縦
の
道
統

の
樹
立
に
お
い
て

1

親
鷺

一
人
が
、
他
高
僧
に
は
絶
無
な
此
の
表
現
を
通
し
て
、
始

親
鷺

主
著

『
教
行
信
証
』

以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学

的
構
想
 
(
小

野
)
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親
鷲
主
著

『
教

行
信
証
』

以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)

め
て
日
本
人
的
仏
教
の
据
礎
者
た
る
こ
と
、
系
譜
樹
立
者
、
法
統
の

「
如

来
廻
向
」
的
転
回
に
よ
つ
て
、
血
詠
的
に
仏
教
を
土
着
せ
し
め
た
第

一

人
者
た
る
こ
と
、
か
。

2

文
献
的

・
教
学
的
に
、

こ
の
太
子
和
讃

と
次
の
自
然
法
爾
章

は
、
こ
の
種
の
代
表
的
な
る
も
の
か
。

3

釈
迦
仏
教
と
し
て
横
よ
り
な
る
三
国
七
高
僧
ら
の
第
二
義
的
な

天
降
り
思
想
を
転
じ
て
、
我
が
神
代
以
来

の
民
族
思
想
信
仰
の
縦
よ
り

の
第

一
義
的
な
天
降
り
の
如
来
廻
回
的
思
惟
の
倫
理
哲
学
的
止
揚
転
回

を
成
就
せ
し
め
た
唯

一
先
駆
者
と
い
う
べ
き
か
。
こ
れ
が
本
筋
は
、
次

の
自
然
法
爾
章
に
も
窮
ま
り
現
わ
さ
れ
て
あ
る
を
見
る
が
、
こ
れ
以
外

更
に
文
献
上
撮
と
し
て
徴
証
す
べ
き
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
の
問
題

善
鷺
義
絶
文
と
問
題
点
検

A

親
攣

の
主
著

『教
行
信
証
』
以
後
の
、
そ
の
主
要
文
献
の
年
齢
的

次
第

と
大
要
摘
記

尊
号
真
像
銘
文

83
才

(略
本

建
長
7
年
6
月
2
目

広
本

正
嘉
2

年
6
月
2
0日
)

愚
禿
砂

83
才

建
長
7
年
8
月
27
日

皇
太
子
聖
徳
奉
讃
75
首

83
才

建
長
7
年
11
月
3
0日

(善
驚
義
絶
文

84
才

建
長
8
年
5
月
2
9日
付
)

正
像
末
和
讃

85
才

康
元
2
・
2
・
9
、
夢
告

一
念
多
念
文
意

85
才

康
元
2
・
1
・
17

唯
信
砂
文
意

85
才

正
嘉
1

・
8

・
19

(異
本

康
元
2
.
1
.
27
)

自
然
法
爾
章

86
才

末
燈
砂

正
嘉
2
・12
・
14

88
才

正
像
末
和
讃

B

義
絶
文
書
と
そ
の
周
辺
の
文
書

1

性
信
房
宛

『
血
豚
文
集
』
(「真
宗
聖
教
全
書
」

P
7
1
7
)

『末
燈
砂
』
第
二
通
と
同
文

他
二
通

『御
消
息
集
』
五

(
P
7
0
3六
P
7
0
5
)

2

慈
信
一房
宛

『
拾
遺
真
蹟
御
消
息
』
六
P
7
2
7

C

義
絶
宣
言

の
語
と
発
受
と
書
写
の
月
日

「
今
は
、
父
子
の
義
は
あ
る
べ
か
ら
ず
候
。
」

「
い
ま
は
親
と
い
う
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、

子
と
お
も
ふ
こ
と
思
い

き
り
た
り
。
」

発
送
日
付

建
長
8
年
5
月
2
9日
1
2
5
6

年

到
着
日
付

建
長
8
年
6
月
27
日

註
之

同
年

書
写
日
付

嘉
元
3
年
7
月
27
日

書
写
之
1
3
0
5
年

D

義
絶
文
書

の
文
体
と
内
容
等

(イ
)
、文
章
な
ど
は
、
右
の
周
辺
関
係
を
辿
る
と
親
攣
の
消
息
文
に
似

て
い
る
。

私
は
、
数
年
前
、
親
鷺
の
返
事
の
、
弟
子
の
性
信
房
宛
と
子
の
慈
信
房

(善
鷺
)
宛
と
の
両
文
書
を
、
二
人
の
国
語
国
文
学
教
授
に
依
頼
し
て
、

用
字
用
文
等
の
同
異
等

々
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
つ
た

が
、
何
れ
も
相
似
の
回
答
を
得
た
。

回
、
内
容

後
者
宛
の
文
中
、
善
鷺
の
五
非
事
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
哀
懸
坊
の
噂
の
こ
と
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二
、
慈
信
房

一
人
に
、
夜
、
親
鷺
が
教
え
た

「慈
信
房
の
法
文
の
よ
う
、
名
目
を
だ
に
も
聞
か
ず
、
知
ら
ぬ
こ
と

を
、
慈
信

一
人
に
、
夜
、
親
黛
が
教
え
た
る
な
り
と
、
人
に
慈
信
房
申

そ
ら
ご
と

さ
れ
候

と
て
…
…
親

驚
が
虚

言
を
申

し
た
る
由
を
申

し
合
は
れ

て
候
え

ば
、
今
は
、
父
子
の
義
は
あ
る
べ
か
ら
す
候
。
…
…
」

三
、
恵
信
を

「ま
ま
母
」
と
し
て
不
和

四
、
鎌
倉
で
の
訴
えし

ぼ

五
、
第
十
八
願
を
萎
め
る
花
に
た
と
え
る

「第
十
八
の
本
願
を
ば
萎
め
る
花
に
た
と
え
て
、
人
ご
と
に
、皆
、す
て

と
か

ま

い
ら
せ
た
り
と
聞
ゆ
る

こ
と
、

ま

こ
と
に
諺
法

の
科
、

又
五
逆

の
罪

を
好
み
て
、

人
を
損

じ
惑
わ
さ

る
る

こ
と
、
か
な
し
き

こ
と
な
り
。

こ

そ
ら
ご
と

と
に
破
僧

の
罪

と
申
す
罪

は
、

五
逆

の
そ
の

一
な
り
。
親
鷺

に
虚
言
を

申
し

つ
け
た
る
は
、
父
を
殺
す
な
り
、

五
逆

の
そ

の

一
な
り
。

こ
の
こ

と
ど
も
伝

え
聞
く

こ
と
、
浅
ま

し
さ
申
す
限
り
な
け
れ
ば
、

い
ま
は
親

と
い
う
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
子
と
思
う
こ
と
思
い
き
り
た
り
、
三
宝
・

神
明
に
申
し
切
り
お
わ
り
ぬ
、
か
な
し
き
こ
と
な
り
。
わ
が
法
文
に
も

似
ず
と
て
、
常
陸
の
念
仏
者
み
な
惑
わ
さ
む
と
、
好
ま
る
と
聞
く
こ

そ
、
心
憂
く
候
え
。
…
…

以
上
、
読
み
易
き
よ
う
、
か
な
書
き
に
漢
字
を
宛
て
替
え
た
が
、
内

容
の
大
要
は
察
せ
ら
れ
よ
う
。

の
、

こ
れ
が
外
形
的
に
内
容
的
に
、
当
時
の
思
想
背
景
に
お
い
て
、

し
か
も
、

最
も
多
く
新
進
庶
人
的
な
且
つ
老
練
に
信
仰
的
な
親
鷺
の
真

精
神
か
。
な
お
も
亦
、
親
の
実
子
に
与
え
た
文
書
に
お
い
て
、
と
、
わ

れ
人

・
諸
人
に
お
い
て
、
思
い
思
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

(
二
)
、
な
お
、
外
形
的
に
内
容
的
に
、
思
想
宗
教
と
信
仰
的
に
問
題
と

な
る
も
の
の
大
様

書
写
本
の
多
い
と
い
う
当
の
顕
智
房

の
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
5
0年
も
の

後

の
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、
親
鷺
の
真
筆
は
、
今
に
無
い
、
見
出
せ

て
な
い
、
と
。
確
め
え
た
と
こ
ろ
、
歴
史
家
も
宗
学
者
も
、
然
り
と
い

う
。
文
献
的
に
正
確
と
の
定
評
の
伝
え
ら
れ
る

『真
宗

聖
教
全
書
』
、

こ
の
中
の

『
拾
遺
真
蹟
御
消
息
』
内
の
義
絶
文

は
も
ち
ろ
ん
、
右
の

『
血
豚
文
集
』
も
、
更
に
又
、
最
近
刊
な
る

『
親
鷺
聖
人
著
作
用
語
索

引
』
(和
漢
撰
述
の
部
)
に
は
、
共
に
採
集
さ
れ
、

な
お
又

「第
十
八
の

本
願
を
ぱ
し
ぼ
め
る
は
な
に
…
…
」
も
、
そ
の
ま
』
に
載
せ
て
い
る
。

内
容
的
に
、
思
想
的
に
、
信
仰
的
に
は
、
如
上
の
五
非
事
は
、
或
は
、

当
時
の
情
況
を
物
語
る

一
面
に
も
似
通
う
か
、

し
か
も
、
当
時
の
同
感

を
得
る
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
、

と
察
せ
ら
れ
る
節
、
中
で
も
、
他
の

消
息
文
中
、
教
義
的
諸
関
係

へ
出
る
も
の
、
例
え
ば
、
「有
念

・
無
念
」
、

「
一
念

・
多
念
」
、
「
造
悪
元
碍

・
本
願
ぼ
こ
り
」
、
或
は
、
「仏
菩
薩
を

軽
め
神
舐
冥
道
を
あ
な
づ
り
す
て
る
」
こ
と
よ

り
、
「
領
家

・
地
頭

・

名
主
よ
り
幕
府

へ
の
問
題
」
に
対
し
て
、
「
詮

じ
候
ふ
と
こ
ろ
は
」
、

「朝
家
の
御
た
め
国
民
の
た
め
…
わ
が
身
の
往
生

一
定
…
世
の
な
か
安

穏
な
れ
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
…
等

々
の
諸
問
題
も
在
る
の
で
あ
る
。

E

歴
史

・
宗
教
信
仰
な
ど
の
見
方
に
つ
い
て

世
人
の
歴
史
の
見
方
用
法
、
こ
の
申
に
は
、
諸
事
件
諸
理
由
を
左
右

親
鷲
主
著

『
教
行
信
証
』
以
後
の
、
主
要
簡
題
に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 (小

野
)
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親
鷺
主
著

『
教
行
信
証
』
以
後

の
、
主
要
問
題

に
つ
い
て
の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)

と
前
後
な
ど
に
並

べ
て
、
内
外
の
多
く
を
因
果
関
係
に

一
系
列
化
す
る

こ
と
、

こ
れ
は

一
種
ミ
リ
ュ
ー
の
情
勢
判
断
と
し
、
又
同
時
に
、
物
的

証
拠
を
介
し
て
、
当
人
に
限
ら
ず
甲
乙
の
何
れ
に
も
条
理
が
通

つ
て
見

ら
れ
、
従

つ
て
又
、
当
該
事
件

の
全
貌
を
潟
影
的

に
照

し
出
さ
れ
え

て
、

こ

に

一
程
の
衆
知
衆
評
を
得
た
断
定
を

か
ち
え
る
こ
と
に
役

立

つ
て
い
る
。

し
か
し
、
宗
教
信
仰
な
ど
の
如
き
は
、
内
的
に
胸
奥
の
思
想
情
念
か

ら
積
極
的
に
涌
出
し
、
こ
れ
が
言
動
に
、
ひ
い
て
諸
人
の
認
得
と
も
成

る
べ
き
も

の
。
そ
れ
で
、
如
上
の
諸
条
件
下
の

「
諺
法
破
僧
の
罪
禍
で

父
を
殺
す
、
三
宝
神
明
の
前
に
思

い
き
り
お
わ
り
ぬ
、
鎌
倉
に
聞
こ
え
む

こ
と
」
な
ど
の
気
兼
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
親
黛
が
如
き
自
主
創
作
底

の
人
物
と
信
念
に
お
い
て
は
、
必
ず
や
、
そ
の
真
生
命
の
積
極
的
発
現

と
し
て
の
、
父
子
の
情
合

(金
銭
送
り
と
感
謝
な
ど
)
の
外
に
、
最
大
関
心

事
た
る
信
仰
上
の
根
本
的
信
念
か
ら
、
そ
の
積
極
的
に
主
張
す

べ
き
も

の
た
る
筈

の
、
こ
れ
が
当
の
聖
親
鶯
自
ら
の
腹
底
か
ら
の
信
条
が
、
誰

欄
ら
ず
厳
か
に
吐
露
さ
れ
て
あ
つ
て
、
よ
か
る
べ
き
に
-
こ
れ
が
代
表

に
聯
想
さ
れ
る
も
の
に
、
『
教
行
信
証
』
の

「
後
書
」
の

「
主
上
臣
下
」

云

々
の
力
強
き

一
文
で
あ
る

(前
出
)
-
こ

に
は
少
し
も
、

と
言
い
た

い
ほ
ど
に
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
如
何
の
事
情
始
末
で
あ
ろ
う
か
。

不
思
議
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
如
上
環
境
や
他
論
証
の
外
に
、
此
の
義
絶

文
の
真
贋
を
見
決
め
る
、
今
、
私
の
唯

一
絶
対
の
根
本
要
件
で
あ
る
。

F

附
加
理
由

(1
)
右
に
対
し
、
附
加
的
に
理
由
付
け
ら

れ

る
条
件
あ
り
と
す
れ

ば
、
第

一
に
、
こ
の
義
絶
文
の
作
者
の
周
囲
に
お
け
る
外
的
環
境
や
そ

の
特
殊
性
向
と
心
情

の
露
出
に
伴
う
意
図
で
あ

ろ
う
か
。
第
二
に
、
数

年
前
、
篤
信

の
如
信
上
人
の
大
網
の
遺
跡
な
ど
の
顕
彰
に
尽
力
し
た
仁

の
、
最
近
に
又
、
こ
の
父
な
る
当
の
善
黛
大
徳

の
墓
に
つ
い
て
も
亦
尽

力
。

こ
の
遺
蹟
顕
彰
談
と
い
う
に
よ
れ
ば
、
今

日
で
は
、
高
田
専
修
寺

派
の
人

々
も
、

よ
く
洞
察
知
悉
さ
れ
て
い
る
次
第
と
か
、
と
聞
く
。

(2
)
右
の
如
く
に
し
て
、
義
絶
事
件
の
真
相

の
転
位
と
親
鷲
の
真
意

洞
察
と
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
人

々
に
し
て
も
、
な
お
宿
業
の
深
重
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の

一
実
証
と
な
る
点
と
、
親
鷲
の
如
き
念
仏
者
に
し

て
、
そ
の
道
の
た
め
法
の
た
め
に
は
、
そ
の
長

子
に
対
し

「
大
義
親
を

滅
す
る
」
の
悲
痛
な
心
事
を
想
定
せ
し
め
る
点
、

ひ
い
て
、
こ
の
事
件

後
の
著
な
る

『
正
像
末
和
讃
』
の

「夢
告
」
か
ら
の
書
初
め
等

々
の
、

深
酷
甚
痛
な
る
真
義
背
景
と
な
つ
た
点
…
。

こ
れ
ら

一
部
同
門
中
の
教

団
内
に
も
、
近
く
相
似
た
策
謀

(?
)
の
閲
明
に
よ
る
反
面

の
点
…
。

親
黛
の
晩
年
83
才
を
中
に

「仮
名
聖
教
」
申
の
種

々
相
、
就
中
、
『
正

像
末
和
讃
』
よ
り

『
自
然
法
爾
章
』

へ
動
き
行
く
べ
き
点
…
が
、
眼
前

に
髪
髭
し
来
る
。

(
3
)こ
れ
ら
の
対
立
と
深
化
と
は
、
色
に
彩
り
あ
る
如
く
、
古
来
よ

り
の
歴
史
的
な
言
い
伝
え
に
も
亦
、
釈
迦
に
提
婆
、
太
子
に
は
守
屋
…
と

い
う
敵
役
を
し
て
、
そ
の
存
立
を
余
儀
な
か
ら
し
め
て
あ
る
如
く
、
内

外
諸
事
情
よ
り
の
研
究
も
要
望
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
(
46
.
 8
.
 5
)
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